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令和８年度　名古屋大学　２次試験前期日程 (数学問題)90分
法・経済・文・教育・情報文化 (社会システム情報)

数 I・II・A・B・C

問題 1 2 3

1 正の実数 pに対して，xy平面において y = x2 + pで定まる放物線をQとする．
aを実数とし，点 A(a, a2)から Qに引いた 2本の接線の接点を B(b, b2 + p)，
C(c, c2 + p) (ただし b < c)とする．また θ = ∠CAB (ただし 0 < θ < π)とお
く．このとき，以下の問いに答えよ．

(1) b，cを p，aを用いて表せ．
(2) θ =

π

2
のとき，pを aを用いて表せ．

(3) θ ̸= π

2
のとき，tan θを p，aを用いて表せ．

(4) θ ≧ π

3
がすべての実数 aに対して成り立つための，pの範囲を求めよ．

2 整数の組 (a, b, c)に対して，次の条件 (∗)を考える．

(∗) a，b，cは 1以上の整数であり，aと bの最大公約数，aと cの最大公約数，
bと cの最大公約数はそれぞれ 1である．

以下の問いに答えよ．ただし，組 (a, b, c)と (d, e, f)は a = d，b = e，c = f

のとき，かつこのときに限り等しい．

(1) 条件 (∗)かつ abc = 120をみたす組 (a, b, c)のうちで，a ≦ b ≦ cをみた
すものすべて求めよ．

(2) 条件 (∗)かつ abc = 120をみたす組 (a, b, c)の個数を求めよ．
(3) N を 2以上の整数とし，N 以下の素数の個数をmとする．条件 (∗)かつ

abc = N !をみたす組 (a, b, c)の個数をmを用いて表せ．



2

3 xy平面上を次の規則 (i)，(ii)に従って移動する点Aを考える．

(i) 時刻 0で点Aは原点にある．
(ii) ある時刻において点Aが (x, y)にあるとき，時刻が 1増えると点Aは 3

点 (x+ 1, y)，(x+ 1, y + 1)，(x, y + 1)のいずかにそれぞれ 1

3
の確率で

移動する．

1以上の整数 nに対して，次の条件 (∗)が成り立つ確率を Pnとする．

(∗) 時刻 0から時刻 nまで点Aはつねに−1 ≦ y− x ≦ 1で定まる領域にある．

このとき，以下の問いに答えよ．

(1) P1, P2, P3を求めよ．
(2) 1以上の整数 nに対して，条件 (∗)が成り立ちかつ時刻 nで点 Aが直線

y − x = 0上にある確率を anとする．また，条件 (∗)が成り立ちかつ時刻
nで点Aが直線 y − x = 1上または直線 y − x = −1上にある確率を bnと
する．an+1，bn+1を an，bnを用いて表せ．

(3) Pn+2を Pn+1，Pnを用いて表せ．

(4) α =
1 +

√
2

3
とおくとき，

Pn ≦ αn−1

が 1以上のすべての整数 nに対して成り立つことを証明せよ．
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解答例
1 (1) f(x) = x2 + pとおくと f ′(x) = 2x

Q上の点 (t, t2 + p)における接線の方程式は
y = 2t(x− t) + t2 + p すなわち y = 2tx− t2 + p

これが点A(a, a2)を通るとき
a2 = 2ta− t2 + p ゆえに t2 − 2at+ a2 − p = 0 · · · (∗)

上の第 2式の tに関する 2次方程式の解が b, c (b < c)であるから
b = a − √

p, c = a +
√
p

(2) (∗)の解と係数の関係から b+ c = 2a, bc = a2 − p · · · (∗∗)
Q上の 2点B，Cにおける接ベクトルをそれぞれ

b⃗ = (1, f ′(b)) = (1, 2b), c⃗ = (1, f ′(c)) = (1, 2c)

とおくと，b⃗⊥c⃗であるから，b⃗·⃗c = 0および (∗∗)より

1 + 4bc = 1 + 4(a2 − p) = 0 よって p = a2 +
1

4

(3) Q上の 2点B，Cにおける接線の偏角をそれぞれ β，γとすると
tan β = f ′(b) = 2b, tan γ = f ′(c) = 2c

π − θ = γ − βであるから，θ = β − γ + π．(1)の結果と (∗∗)を用いて

tan θ = tan(β − γ + π) = tan(β − γ) =
tan β − tan γ

1 + tan β tan γ

=
2b− 2c

1 + 2b·2c
=

2(b− c)

1 + 4bc
=

−4
√
p

1 + 4(a2 − p)

B

C

A

β
γπ − θ

Q

θ
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(4)
π

3
≦ θ < πより，θ ̸= π

2
のとき

tan θ < 0,
√
3 ≦ tan θ すなわち 1

tan θ
≦ 1√

3

(3)の結果より， 1

tan θ
=

1 + 4(a2 − p)

−4
√
p

であるから

1 + 4(a2 − p)

−4
√
p

≦ 1√
3

(A)

(A)は (2)の結果から，θ =
π

2
のときも成立するので，すべての実数 aに

対して，(A)を満たす pの値の範囲を求めればよい．(A)より

1 + 4a2 − 4p ≧ −4

√
p

3
ゆえに a2 ≧ p−

√
p

3
− 1

4

したがって，p−
√

p

3
− 1

4
≦ 0を満たす pの値の範囲を求めればよい．

k =

√
p

3
とおくと (k > 0) 3k2 − k − 1

4
≦ 0

12k2 − 4k − 1 ≦ 0 ゆえに (6k + 1)(2k − 1) ≦ 0

kの値の範囲に注意して 0 < k ≦ 1

2

0 <

√
p

3
≦ 1

2
よって 0 < p ≦

3

4

■



5

2 (1) abc = 120 = 23·3·5であるから，条件 (∗)より

(a, b, c) = (1, 1, 120), (1, 3, 40), (1, 5, 24),

(1, 8, 15), (3, 5, 8)

(2) (1)で求めた (a, b, c)について，a ≦ b ≦ cの大小関係をなくせばよい．
(a, b, c) = (1, 1, 120)については 3!

2!1!
通りあり，これ以外の 4組につい

てはそれぞれ 3!通りあるから
3!

2!1!
+ 4·3! = 27 (個)

別解 22, 3, 5の 3種類の因数に対して重複を許して a, b, cに対応させる重複
順列であるから

33 = 27 (個)

(3) m個の素数を p1, p2, · · · , pmとし

N ! =
m∏
k=1

pk
qk (qkは正の整数) (∗)

とおくと，pk
qk (k = 1, 2, · · · ,m)が a, b, cのどれに含まれるかを考える

と，それぞれ 3通りずつあるから

3m (個)

■
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3 (1) n = 1のとき，点Aはそれぞれ 1

3
の確率で (1, 0)，(1, 1)，(0, 1) にある

から，これらは−1 ≦ y − x ≦ 1をみたすから

P1 = 1

n = 2のとき，点Aが−1 ≦ y − x ≦ 1にない経路は

(i) (0, 0)
1
3−→ (1, 0)

1
3−→ (2, 0)

(ii) (0, 0)
1
3−→ (0, 1)

1
3−→ (0, 2)

P2は (i)，(ii)の余事象の確率であるから

P2 = 1− 1

3
·1
3
× 2 =

7

9

n = 3のとき，初めて点Aが−1 ≦ y − x ≦ 1にない経路は

(iii) (0, 0)
1
3−→ (1, 0)

1
3−→ (2, 1)

1
3−→ (3, 1)

(iv) (0, 0)
1
3−→ (1, 1)

1
3−→ (2, 1)

1
3−→ (3, 1)

(v) (0, 0)
1
3−→ (0, 1)

1
3−→ (1, 2)

1
3−→ (1, 3)

(vi) (0, 0)
1
3−→ (1, 1)

1
3−→ (1, 2)

1
3−→ (1, 3)

P3は (i)～(vi)の余事象の確率であるから

P3 = 1−
(
1

3
·1
3
× 2 +

1

3
·1
3
·1
3
× 4

)
= 1−

(
2

9
+

4

27

)
=

17

27

(2) 対称性から，時刻 nのとき点Aが直線 y − x = −1および y − x = 1にあ
る確率はともに bn

2
であるから，次の確率漸化式が成立する．

an+1 =
1

3
an +

1

3
·bn
2

× 2, bn+1 =
2

3
an +

1

3
·bn
2

× 2

よって an+1 =
1

3
an +

1

3
bn, bn+1 =

2

3
an +

1

3
bn
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(3) {Pn}を {an}，{bn}で表すと

Pn = an + bn, Pn+1 = an+1 + bn+1, Pn+2 = an+2 + bn+2 (A1)

(A1)の第 2式と第 3式に (2)の結果を代入すると

Pn+1 =
1

3
an +

1

3
bn +

2

3
an +

1

3
bn = an +

2

3
bn (A2)

Pn+2 = an+1 +
2

3
bn+1 =

1

3
an +

1

3
bn +

2

3

(
2

3
an +

1

3
bn

)
=

7

9
an +

5

9
bn (A3)

(A1)の第 1式と (A2)から

an = 3Pn+1 − 2Pn, bn = −3Pn+1 + 3Pn (A4)

(A4)を (A3)に代入すると

Pn+2 =
7

9
(3Pn+1 − 2Pn) +

5

9
(−3Pn+1 + 3Pn)

したがって Pn+2 =
2

3
Pn+1 +

1

9
Pn

(4) (3)の結果から，特性方程式 x2 =
2

3
x+

1

9
を解くと x =

1±
√
2

3

β =
1−

√
2

3
とおくと，(3)の結果から

Pn+2 − (α + β)Pn+1 + αβPn = 0

したがって

Pn+2 − βPn+1 = α(Pn+1 − βPn),

Pn+2 − αPn+1 = β(Pn+1 − αPn)

上の 2式から

Pn+1 − βPn = (P2 − βP1)α
n−1

Pn+1 − αPn = (P2 − αP1)β
n−1

Pn+1を消去すると

Pn =
(P2 − βP1)α

n−1 − (P2 − αP1)β
n−1

α− β
(A5)
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(1)の結果を (A5)に代入して整理すると

Pn =
3 + 2

√
2

6
αn−1 +

3− 2
√
2

6
βn−1 (A6)

(A6)を利用すると

αn−1 − Pn =
3− 2

√
2

6
(αn−1 − βn−1)

3− 2
√
2

6
αn−1

{
1−

(
β

α

)n−1
}

α > 0，
∣∣∣∣βα

∣∣∣∣ < 1であるから

αn−1 − Pn ≧ 0 よって Pn ≦ αn−1

■


